






＜グラフ＞ 総人口の推移（全国）
出典：国勢調査（総務省）

日本の将来推計人口（２０２２年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）
注記：２０１５年および２０２０年は不詳補完値による。

日本の総人口は増加を続けていましたが、平成27（2015）年国勢調査において、はじめて減少に転じました。今後も
減少を続け、令和37（2055）年には1億人を割ると推計されています。 
また、年少人口（15歳未満）および生産年齢人口（15～64歳）は減少し続ける一方で、老年人口（65歳以上）は増加し、
令和25（2043）年にピークを迎えると推計されています。



出生数は減少を続けており、平成28（2016）年には100万人を下回りました。また、合計特殊出生率＊1については、
人口規模が長期的に維持される水準（人口置換水準：令和６（20２４）年は2.07）を1970年代半ばに下回り、その状態が
今日まで続いています。

東京圏＊2において、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2（2020）年以降転入超過数が減少しましたが、令
和４（202２）年以降は再び増加に転じ、東京一極集中の傾向が継続しています。特に、就職する年齢層の20～24歳の転
入超過が依然として多くなっています。





人口動態は、自然動態（一定期間における出生・死亡を伴う人口の動き）と社会動態（一定期間における転入、転出および
その他の増減を伴う人口の動き）から構成されます。 
自然動態については、死亡数が出生数を上回り、自然減が年々拡大しています。社会動態については、平成28（2016）
年以降は社会減の傾向にありましたが、令和６（２０２４）年以降改善の兆しが見られています。







大学教育期間において教育に関する様々な費用がかかるから 60.8%

高等学校教育期間において教育に関する様々な費用がかかるから 58.8%

義務教育期間において教育に関する様々な費用がかかるから 51.4%

こどもの数に応じた手当等による経済的援助が不十分だから 48.0%

就学前において幼稚園や保育所の保育料などの様々な費用がかかるから 48.0%

出産費用等の経済的負担が大きいから 47.3%

大学教育期間において教育に関する様々な費用がかかるから 55.6%

高等学校教育期間において教育に関する様々な費用がかかるから 48.1%

年齢的に妊娠・出産が難しいから 42.9%

義務教育期間において教育に関する様々な費用がかかるから 40.6%

こどもの数に応じた手当等による経済的援助が不十分だから 32.3%

仕事と子育ての両立が難しいから 31.6%
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出典：新潟市子育て市民アンケート調査（令和６年度）

新潟市が令和6（2024）年度に実施した子育てに関するアンケート調査の結果によると、「理想とする子どもの人数」が3人以
上と回答した人は53.4％であるのに対して、「実際にもつ予定の子どもの人数」が3人以上と回答した人は30.4％にとどまっ
ており、ギャップがあることがわかります。

一方、同調査では、実際にもつ予定の子どもの人数が理想とする子どもの人数より少ない理由として、経済的な理由が就学前
児童保護者・小学生保護者共に上位となっているほか、小学生保護者においては、仕事と子育ての両立が難しいなどの理由が
挙げられています。

（調査対象）①就学前児童の保護者、②小学生の保護者、各800名 合計1,600名 
（回収数）①372名、②340名 合計712名





東京圏への転出超過は、大学などを卒業し、就職する年齢層の20～24歳が特に多く、男女別では女性のほうが多くなってい
ます。

東京圏 男女別15～29歳の転出超過数

出典:住民基本台帳人口移動報告（1月1日～12月31日）総務省
※2018年から外国人を含む



（未定稿）

若者の就職希望に関する意識調査

○出身地別の希望する就職先 （大学生・複数回答）
市内出身者では、半数以上が「新潟市内」での就職を希望している一方、「東京圏」での就職を希望する割合も同程度
となっています。また、県外出身者では、出身地に関わらず「東京圏」での就職を希望する人が多く、「新潟市内」や「新潟
県内」での就職を希望する人は少ない傾向が見られます。

若者が就職のタイミングで市外へ転出している現状を踏まえ、若者の就職希望を把握するため、新潟市内の大学生・
若手社会人等の男女を対象として、令和７（2025）年度に意識調査を実施しました。

（調査対象）①市内大学の大学生の男女 ②市内・県内企業に勤める若手社会人
（回答数） ①２３５人 ②１３０人 合計 365人

○希望する地域別にみた就職先を選ぶ際に重視する条件 （大学生・複数回答）
就職先を選ぶ際に重視する条件について、第一希望の就職先の地域別にみると、第一希望で「新潟市内」を希望する
大学生は、「休みがしっかり取れること」や「人間関係・職場の雰囲気がよい」を重視する割合が高くなりました。一方、第
一希望が「東京圏」である大学生では「給与水準が高いこと」が条件として最も多く挙げられました。また、東京圏を希
望する学生は、「自分が成長できること」を重視する割合も他の地域を希望する学生と比べて高くなっています。

出典:新潟市若者の就職希望に関する意識調査（令和７年度）



○出身地別の重視する条件 （社会人・複数回答）
就職先を選ぶ際に重視していた条件としては、「休みがしっかり取れること」が最も多く挙げられました。一方、現在社会人とし
て働く上で大切なこととしては、「人間関係や職場の雰囲気が良いこと」が最も多くなり、いずれも「給与水準が高いこと」は次点
となっています。これらの結果から、若者は就職先を選ぶ際、給与水準のみならず、職場環境や人間関係も重視していることが
うかがえます。


















	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22

